
資料１
R7ワールドカフェ結果報告
１ アンケート結果  （回答者数12人）
(1）ワールドカフェはいかがでしたか

非常に良かった 7人
まあまあ良かった 5人
あまり良くなかった 0人
全然良くなかった 0人

(2) 対話時間は
⻑かった 2人
適度な時間だった 2人
短かった 8人

(3) 一番印象に残ったことは
1 教授の「島田モデル」としてから、前回委員会でのキャッチコピーも含め様々考えさせられました。

一人の学び⇒活用、⇒皆で活用につなげることが印象に残りました。
2 生涯学習の目的が個々異なることは頭にあったが、障害を持った方々にとっての生きるための学びにまで考え

が及ばなかった。新しい視点をいただいた。
3 若い人のニーズがやはり何らかの「得すること」「お金がかからないこと」だとわかった。

日常生活の中に生涯学習がある。
4 生涯学習をして得するという考えはなかったが、スキルを学ぶことは賃金ＵＰとかにつながると思った。
5 やなり、発信に皆苦労しているとのこと。

だれに、どう伝えるかは考え続けていかなくてはならないと思う。
6 あまり気にもしていなかったが、昔とくらべて学習の環境がインターネットの広がりによって大きくかわった

ところ。より身近にいろいろなことができるようになった。
7 社会教育のさらに上に生涯学習がある事におどろき。
8 本当の自分の好きにであう為に学ぶ。学とはよくあつではない開放。
9 経験豊かな社会教育委員の方々とお話できてとても充実した時間になりました。ありがとうございます。
10 様々な人の自分の学習について学べたこと。

他の人の意見を聞いたことで新たな発見があったこと。
11 話す時間が短い。班は固定でもよいかも。
12 優秀な学生だった。島田市職員にスカウトした。

(4) もっと話したかったことは
1 伝え方のヒントが得られればと思っていたが、皆同じように悩んでいる。

だれにどうと、どこまで、ということも悩ましいところ。ＳＮＳも苦手な人が多いと難しい。
2 多くの人の実体験を聞くと何か新しい発見につながるのかと思いました。生涯学習を広める方法としても使え

るかな？
3 市⺠に参加させるには、参加させるテーマは。

生涯学習を広めるには。
4 生涯学習という言葉を認知してもらうためにはどうしたらいいか？
5 だれでも生涯学習できる日本ってすごい という事を話してみたかった。
6 社会教育と生涯学習の違い的なもの。意外とあいまいなところもあるので、それらについて話してみてもいい

かなと思いました。
7 社会的弱者に対する生涯学習機会の提供。生活困窮者、引きこもり、一人暮らし高齢者等。
8 講義的な話（事例や歴史等）
9 毎回時間が短いですが、学生さん、社会教育委員の方など、別の視点からの意見がきけたことが良かったで

す。
10 学生さんたちがもっと来てくださったら、違う視点のお話も増えたのかなと思います。
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２ R7ワールドカフェ 発表内容

・学ぶことで人とつながるチャンスが増える。

・どこからでも学びの⼊り⼝はある。（フルオープン、井⼾端会議、ＳＮＳで見つける、⼝コミ）

・本当の自分の「好き」に出会える。

・いつの間にか生活の一部になる。

・伝える一歩は「見てもらう」こと。

・生涯学習のキャラクターを作る。

・ＡＩの活用

・始めたあとの魅力を先に感じてもらう。

・「考える」ではなく「学ぶ」を発信する。

・自由(どこでもできる、多様)

・得する（役立つ、ワクワクする、お金になる）

・楽しい（うれしい、認められる、褒められる）

・居場所（生きがい、自分の居場所）

・つながる（オンライン、全国につながることが可能、交流）

・広報活動、ＳＮＳ

・将来のため子どもを巻き込む。

魅力を伝える

Ａテーブル

生涯学習の魅力

魅力の伝え方

Ｂテーブル

生涯学習の魅力
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・イベントや発表会に参加し周知する。

・優しい、わかりやすい、魅力的な言葉で表現する。

・成⻑（知識・技術が身に付く、経験・体験、自分の視野を広げる、人との付き合い方
 を学ぶ）

・人とのつながり（仲間ができる、人脈を広げる、居場所ができる）

・発見（新しい世界、自身の新たな発見、心を豊かにする）

・生活（生きるための技術、賃金ＵＰ、健康維持）

・心（生きがい、楽しい）

・プラン

   若い人…短い時間で得することをアピール。婚活にからめる。

   高齢者…地元ならではの事柄をテーマにする。デジタル関連の関心のあること。

   社会的弱者…一人でも取り組めることから⼊る。農業体験。園芸教室。

   共通…得する、役立つ、ワクワクドキドキするテーマやネタを仕込む。子供
      参加にする。

・ＦＡＣＥ ＴＯ ＦＡＣＥ

   自分の土俵に誘う。友人、家族に話す。ＬＩＮＥで伝える。

・広域発信

   ポスター、広報、展示。動画を紹介する。インターネット、ＳＮＳ。クチコミ。

・とにかく一度

   連れ出してみてもらう。楽しい思いをさせる。

・自ら参加、発信

Ｃテーブル

生涯学習の魅力

誘い方
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   発表会に出演、成果品を展示（文化祭など）

・一方、生涯学習には一人でやるものもある。社会教育は条件整備であるので、一人で学べ
 るような環境整備をどう作るかというところ（が課題）であって、図書館だったり様々な
 博物館だったり、公⺠館も個人学習の⽀援ができるかもしれない。一人の学びを活用する
 という方法、学びの成果活用の方法を用意すると学習者が増える。また、一人の学びを複
 数で行う、みんなで成果活用するという方法もある。これはまちづくりそのものといえ
 る。生涯学習をまちづくりに発展させていくということもやっていただけたらと思う。

３ 講師講評

・生涯学習の魅力

 ①楽しい、②交流、③充実（又は生きがい）、④挑戦（自分で確認する、自分はできる
 はず）、⑤マイペース（ゆっくりマイペースで学ぶことを保証する、学びの権利（学
 習権））⑥若々しくなる（アンチエイジング。身体的、認知的な若々しさを保つに効果
 的）

・魅力の伝え方

 やっていても気が付いていない人がいる。生活をよくする、人生を豊かにするということ
 に繋がっているのであれば、それは生涯学習をやっているということ。それを気づかせて
 あげるメッセージも必要。

・生涯学習はボランティアベースのものが中心であるので、何人連れてこなければならな
 い、などのような切実な広げ方ではない。一緒に体験してもらうということに勝るもの
 はない。

・本日は各テーブルで色々な良い意見がでていた。これらから生涯学習大綱の島田モデルを
 確立していっていただきたい。
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